
 

学校番号 1013 

平成３１年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 現代文 B 単位数 ３ 年次 ２年 

使用教科書 「現代文Ｂ」 （第一学習社） 

副教材等 漢字練習ワーク等 

１ 担当者からのメッセージ 

・様々な文章に触れ、読す、書く能力をつけましょう。 

・周囲の人との話し合いやグループワークを通して、話す、聞く能力をつけましょう。 

・語句の意味や使い方を理解し、・知識やコミュニケーション能力を身につけましょう。 

２ 学習の到達目標 

・物事の本質を理解する能力を養成すると共に、その表現能力も育成する。 

・読解力を養い、作品を通してものの見方、考え方を深め、人間性の形成に役立てる。 

・普段の生活の情景を捉えることで、思考力を伸ばし、心情を豊かにし、言語感覚を磨く。 

・言語・文化に対する関心を深め、言葉を尊重して、自己に向き合う態度を養成する。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

読書に親しみ、

読解の楽しさを

味 わ う と と も

に、言語文化に

対する関心を深

め、国語を尊重

してその向上を

図ろうとする。 

内容を正しく聞

き取り、答えて

いる。課題を正

しく理解し、音

読や、話し合い

ができ、自分の

考えをまとめ、

深めている。 

文章等の内容、

思想を正しく読

み解き、適切な

表現による文章

で、自分の考え

をまとめ記述で

きる。 

近代以降の文章

を読み、内容を

理解し、登場人

物の心情や、筆

者の思想につい

て理解し、自分

の考えを深めて

いる。 

言語文化及び

言葉の特徴な

どの理解を深

め、きまりや、

漢字などの知

識を身に付け

ている。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、プリ

ント等） 

行動の観察 

（発表等） 

記述の確認及び

分析 

（ノート、プリ

ント） 

 

記述の確認（ノ

ート、プリント） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、プリ

ント） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

１
学
期 

随
想
・評
論 

 

言
語 

 

教材： 

「『私』という『自分』」 

プリント 

○ ○  ◎ ○ 

a: 筆者の考えの進め方や、、文

章の筋道を的確にとらえよう

としている。 

b：筆者の考えに対する自分の考

えを正確に発表している。 

d:論理の展開を正確に読み取り、

筆者の言葉に関する考えの体

系化を理解している。  

e:正しく理解し、使いこなせる言

葉の数を増やしている。 

ａ:行動の観察及

び記述の点

検 

b：行動の観察 

 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

 

e:小テスト及び

記述の確認 

小
説 

現
代 

教材： 

「デューク」 

プリント 

 

○   ◎ ○ 

a:人物、情景、心情などを、どう

して書き手がこのように描い

ているのかを捉え、登場人物そ

れぞれの心理と、心の交わりを

読み取ろうとしている。 

d: 人物、情景、心情などを、ど

うして書き手がこのように描

いているのかを捉え、登場人物

それぞれの心理と、心の交わり

を読み取ろうとしている。 

e:語句の意味や用法を的確に理

解している。また、小説におけ

る比喩を使った象徴的な表現

も理解している。  

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

 

e:小テスト及び

記述の確認 

小
説 

近
代 

教材：「鼻」 

プリント 

○ ○ ◎ ○ ○ 

a:多様な小説世界を味わって、人

間や社会についての認識を深

め、読書に対する関心を持とう

としている。  

b: 登場人物の心理を的確に捉え

て、それを正確に発信している。 

ｃ：小説から読み取ったことをもとに

して、自分の感想を文章にまと

めることができている。  

d:物語の展開と登場人物それぞ

れの心理と人間性を的確に読

み取り、理解している。  

e:近代の風俗を示す語句の意味

や用法を的確に理解すると同

時に、小説における比喩や象徴

的かつ暗示的な表現も理解し

ている。  

a:行動の観察及

び記述の点

検 

 

ｂ：行動の観察と

確認 

 

ｃ：記述の点検と

確認 

 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

 

e:小テスト及び

記述の確認 



２
学
期 

小
説 

現
代 

教材： 

「調律師のるみ子さ

ん」 

プリント 

○  ◎ ○ ○ 

a:人物、情景、心情などを、どう

して書き手がこのように描い

ているのかを捉え、内容を理解

することができている。 

c:この小説の内容を的確に捉え、

紹介文や感想文を書いている。 

d：物語の展開を正確に理解し、

作者が描きたかったことは何

かを理解している。 

ｅ：語句の意味や用法を正確に理

解している。また、小説におけ

る象徴的な表現も理解してい

る。 

ａ：行動の観察

及び記述の

点検 

 

ｃ：記述の点検と

確認 

 

ｄ：記述の確認

及び定期考

査 

 

ｅ：小テスト及び

記述の確認 

 

言
語
活
動 

教材： 

「創作の楽しみ・短歌

と俳句」 

プリント 

○ ◎ ○ ○ ○ 

a: 様々な短歌、俳句に触れ、そ

れについて自分の考えを持と

うとしている。 

b:自分の思いを句にまとめ、発表

し、それをもとに話し合い、発

展させることができている。 

c:発表を聞いて適切にメモを取

ることができている。 

d:教科書や資料に書かれている

ことから自分の考えや発想を

広げている。  

e: 語や句法などを理解し、使い

こなせる言葉の数を増やして

いる。  

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

b:行動の観察、

記述の確認 

 

c：記述の点検と

確認 

 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

 

e:行動の確認  

小
説 

現
代 

教材： 

「相棒」 

プリント 

○   ◎ ○ 

a:人物、情景、心情などを、どう

して書き手がこのように描い

ているのかを捉え、内容を理解

することができている。 

d:人物、情景、心情などを、どう

して書き手がこのように描い

ているのかを捉えることがで

きる。登場人物らの思いを歴史

的な観点から理解している。 

e:文章の形態や文体の違いによ

る特色について理解している。 

a:行動の観察及

び記述の点

検 

 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

 

e:小テスト及び

記述の確認 

 
 

随
想
・評
論 

発
見 

教材： 

「ヒトはなぜヒトになっ

たか」 

プリント 

○ ○  ◎ ○ 

a: 筆者の考えの進め方や、、文

章の筋道を的確にとらえよう

としている。 

b:筆者の考えに対する自分の考

えを正確に発表している。 

d: 論理の展開を正確に読み取

り、筆者の言葉に関する考えの

体系化を理解している。 

e: 正しく理解し、使いこなせる

言葉の数を増やしている。 

ａ:行動の観察及

び記述の点

検 

b：行動の観察 

 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

 

ｅ：小テスト及び

記述の確認 

 



３
学
期 

小
説 

 

教材： 

「こころ」 

プリント 

 

○   ○ ◎ 

a:人物、情景、心情などを、どう

して書き手がこのように描い

ているのかを捉え、、人間や社

会について考える。 

d:人物、情景、心情などを、どう

して書き手がこのように描い

ているのかを捉え、寓話を通じ

て多様な小説社会を味わい、人

間や社会について考える。 

e:文章の形態や文体の違いによ

る特色について理解している。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

 

e:小テスト及び

記述の確認 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 

 ※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付け

て○印を、また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読

むこと」）に関わる観点には◎を付している。 


